
ジェンダー・プロジェクトの
活動の概要と経過 (2020年3月21日時点）

1
光ヶ丘女子高等学校 ジェンダー・プロジェクト



2

「ジェンダー・プロジェクト」募集！



「ジェンダー・プロジェクト」発足！

3

UN Women［国連女性機関］と株式会社

資生堂が主催する「ジェンダー平等に向
けたプロジェクト」に参加する生徒を全校
に向けて募集したところ、2・3年生の生徒
17名の生徒が応募しました。

（2019年6月）



「ジェンダー・プロジェクト」の活動開始！

4

「SDGs［持続可能な開発目標］の発想を生かした
ジェンダー平等に向けたプラン」を考えるために、
探究と議論を重ねました。

（2019年7月・8月）



ジェンダー課題解決のアイデアを創出！

5

SDGsの発想を生かした課題解決の画期的な
アイデアを創出！

「竹由来のサステナブルな生理用品」の開発・普
及によって、ウガンダをはじめ世界の途上国の
女の子たちが月経に関連する問題で学校に行け
ない状況を改善し、女子の就学率を向上させる
アイデア。「ソーシャルビジネスのしくみを
活用したプランで、高校生が企業や
社会を動かす！」、という内容です！



プレゼンテーション動画を撮影し、出品！

6

『「竹」×SDGsでジェンダー課題の解決をめざす！
～ウガンダを例に～』と題するプレゼンテーションを
約１０分間の動画に収めてUN Womenへ提出。
【ダイジェスト版ビデオあり】 （2019年8月末）



国連大学で全国代表校として発表！

7

提出したプレゼン動画が全国代表に選出され、
さらに探究を重ねてブラッシュアップしたプレゼンを、
国際連合大学ウ・タント国際会議場で発表しました！

【動画あり】 https://youtu.be/IfkdsWf8-N4 （2019年10月6日）

https://youtu.be/IfkdsWf8-N4


8

国連大学で全国代表校として発表！



9

国連大学で全国代表校として発表！



10

国連大学での発表の後・・・

国際連合大学での他校の発表や国連関係者・
企業関係者からのコメントに「触発」を受けて・・・

「まとめ」のミーティングで「この後、どうする？」
との問いかけに、「ぜひ製品化をめざしたい！」
「ジェンダー啓発の活動も広げたい！」との思い
で全員一致しました！

さらなる活動へのチャレンジが決定！
（2019年10月）



11

JICAウガンダ事務所から連絡が！

さらなる探究の深掘りに向けて議論をしている
さなか、ウガンダから国際電話が学校に入る！

JICAウガンダ事務所の内山貴之次長から、
「JICAの職員が光ヶ丘のプレゼンのことを知った。
ウガンダで似たような活動をしている企業を支援
しているので、ぜひ紹介したい」とのこと！

（2019年11月）



12

ウガンダへ英語版動画を送る！

プレゼンを英語版に再構成・再編集して英語で
再収録し、それをJICAウガンダ事務所へと送信。

JICAウガンダ事務所を通じて、ウガンダで
「サトウキビの繊維由来の生理用品」の開発に
取り組んでいる「EcoSmart」さんへ届けました！

（2019年12月）
【動画あり】 https://youtu.be/zoltDGXcFP8

https://youtu.be/zoltDGXcFP8


13

ウガンダのスタートアップ企業

「EcoSmart」さんは正式名称を EcoSmart Uganda Limited といい、
ウガンダで「サトウキビの繊維由来のサステナブルな生理用品」を
生産たり、初経教育を行ったりしている企業です。

国連人口基金（UNFPA）と花王株式会社がパートナーシップ契約を
締結し、「ウガンダ月経衛生環境向上プロジェクト」としてEcoSmart

さんを支援しています。

（EcoSmart Webサイトより）



14

ウガンダと英語でSkypeミーティング！

JICAウガンダ事務所を通じて、「EcoSmart」の
担当者と約１時間にわたるSkypeミーティング
（英語）を実施しました！
【動画あり】 （2020年1月27日）

※今後も継続予定。



15

「光ヶ丘×ＳＤＧｓ」活動発表会でも発表！

本校を会場として行われた
「光ヶ丘×ＳＤＧｓ」活動発表会
でも、一般の参加者や学校の
見学に訪れた中学生・保護者
に向けプレゼンを実施しました。

（2019年12月）



16

ラジオ番組に出演！

2019年12月10日（火）18:00～
ＦＭおかざきに生放送で出演！



17

ラジオ番組に出演！



18

「ジェンダー・ツリー」を制作！

全校生徒への「ジェンダー
課題の啓発活動」として、
「ジェンダー・ツリー」を制作。

SDGsのGoal５のアイコンを
デザインしたカードに、生徒
が考えるジェンダー課題を
書き込んでもらって、その
カードを“ツリー”のカタチに
配置しました！

（2019年12月）



19

企業へアプローチ！

プロジェクトメンバーの生徒が、
日本の大手生理用品メーカーへ連絡を取って、
プレゼン動画を送ったり、竹紙のメーカーの担当
者にアポイントを取るなど、企業の協力を仰ごう
と積極的にアプローチを開始！

卒業する生徒たちは、新たに団体を立ち上げる
ことに！

学びから、「ソーシャルアクション」へ！

（2019年末～継続中）



20

地元の公立中学校で出張講座を実施！

プロジェクトメンバーの生徒の出身中学校で、
ワークショップ形式の出張講座を実施しました！

（岡崎市立葵中学校／2020年1月21日）



21

地域の公立中学校で出張講座を実施！

プロジェクトメンバーの生徒の出身中学校で、
ワークショップ形式の出張講座を実施しました！

（岡崎市立葵中学校／2020年1月21日）



22

地域の公立中学校で出張講座を実施！

葵中学校の都筑校長先生と記念撮影。



23

SDGs探究AWARDSで最優秀賞を受賞！

一般社団法人未来教育推進機構（UMEDAI）主催
「SDGs探究AWARDS2019」に、ジェンダー・プロ

ジェクトの活動を応募したところ、全国の中高生
945点の応募の中で最優秀賞に選ばれました！
【動画あり】 （2020年2月26日発表）



24

朝日新聞（全国版・教育面）に活動が掲載！

2020年3月8日（日） ＊付
『朝日新聞』（朝刊）と
朝日新聞DIGITALに、
ジェンダー・プロジェクトの
活動が掲載されました！
＊3月8日は、国連の指定する国際デーのひとつ「国際女性デー」。
朝日新聞が大々的に特集記事を組んだうちのひとつです。

（記事掲載を伝えるUN Women日本事務所のFBより）



25

世界の女の子の未来を変える！

ジェンダー・プロジェクトは、
「竹由来のサステナブルな生理用品」の
開発と普及を通じて、
世界の女の子の就学率を向上させ、
女の子の未来を変えることを目標に、
今後も活動を継続していきます！



26

SDGsの達成に向けて！

〈SDGs〉のなかでも、とりわけGoal ５
「ジェンダー平等を実現しよう」の達成
に向けて活動していきます！



＊掲載の情報は、2020年3月21日（国連「国際森林デー」）時点のものです。


